
─
な
ぜ
今
、
高
校
の
特
色
化
・
魅
力

化
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
森
　
本
校
に
は
普
通
科
・
文
理
探
究

科
・
海
洋
科
学
科
の
３
つ
の
科
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
特

色
化
・
魅
力
化
は
常
に
重
要
な
課
題
で

す
。
普
通
科
で
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲

を
十
分
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら

ず
、
学
び
の
魅
力
化
が
必
須
で
す
。
文

か
ら
ず
い
ま
し
た
。
高
校
選
択
も
受
け

身
的
で
、
以
前
の
勤
務
校
で
は
、「
親
や

塾
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
」「
友
人
に
誘

わ
れ
た
」
と
い
っ
た
こ
と
を
志
望
理
由

に
挙
げ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
中
学
生

が
高
校
や
大
学
等
の
先
を
見
据
え
て
高

校
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
各
校
が
特
色
を
一
層
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
少
子
化
等
の
影
響
で
、

定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。
教
育
委
員
会
も
、
そ
う
い
っ
た

学
校
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
特
色
化
・

魅
力
化
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
中
学
生
に
選
ば
れ
る
高
校
と
は
ど

の
よ
う
な
学
校
か
、
そ
の
あ
り
方
が
改

理
探
究
科
は
、
地
域
の
中
学
生
の
上
位

層
に
と
っ
て
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
魅
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
中
学

生
が
地
域
外
の
高
校
を
選
ぶ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
海
洋
科
学
科
は
、
小
浜
水

産
高
校
の
閉
校
に
伴
っ
て
本
校
に
統
合

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
今
後
も
日

本
の
海
洋
教
育
に
貢
献
す
る
た
め
に
、

特
色
あ
る
学
び
を
提
供
し
続
け
る
使
命

が
あ
り
ま
す
。

遠
藤
　
こ
れ
ま
で
、
普
通
科
の
進
学
校

で
は
、
進
学
実
績
が
学
校
の
評
価
の
重

要
な
軸
で
あ
り
、
志
望
校
に
合
格
す
る

学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

が
、
学
校
の
役
割
の
１
つ
で
し
た
。
将

来
の
目
標
が
明
確
で
な
い
生
徒
の
中
に

は
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
ず
、

学
習
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
生
徒
も
少
な

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

参
事
官
（
高
等
学
校
担
当
）

安
彦
広
斉 

あ
び
こ
・
こ
う
せ
い

１
９
９
５
年
に
文
部
省
採
用
。主
に
初
等
中
等
教
育
局
、

高
等
教
育
局
で
情
報
教
育
や
教
員
政
策
を
担
当
。初
等

中
等
教
育
視
学
官
等
を
経
て
、２
０
２
１
年
か
ら
現
職
。

ス
ク
ー
ル・ポ
リ
シ
ー
の
策
定
に
よ
っ
て
、

資
質・能
力
の
育
成
を

目
標
に
見
据
え
た

特
色・魅
力
あ
る
教
育
課
程
の
実
現
へ

課
題

整
理

産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
変
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
高
校
生
の
意
識
の

多
様
化
な
ど
を
受
け
て
、
高
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
度
、
各
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
向
け
た
、
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
策
と

し
て
、「
各
高
等
学
校
の
存
在
意
義・社
会
的
役
割
等
の
明
確
化
（
ス
ク
ー
ル・ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
再
定
義
）」
と
、「
各
高
等
学
校
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
教
育
活
動
の
指
針
の

策
定
（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
）」（
＊
１
）
が
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で

示
さ
れ
た
。
そ
の
意
義
と
、
再
定
義
や
策
定
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
の
高
等
学
校
担
当
と
、
現
場
の
教
師
が
語
り
合
っ
た
。

主
体
的
な
選
択
だ
っ
た
か
否
か
が

入
学
後
の
学
習
意
欲
に
影
響

＊１　中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（2021
年１月）より。
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め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
彦
　
お
二
人
の
指
摘
は
、
デ
ー
タ
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
校
の

選
択
理
由
と
進
路
選
択
の
満
足
度
に
は

相
関
関
係
が
あ
り
、「
合
格
で
き
そ
う

だ
っ
た
」「
自
宅
か
ら
近
い
」
と
い
っ

た
他
律
的
な
理
由
で
進
学
先
を
選
ん
だ

生
徒
は
、進
路
選
択
の
満
足
度
が
低
く
、

「
学
校
の
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
、

そ
の
学
校
に
魅
力
を
感
じ
て
進
学
先
を

選
ん
だ
生
徒
は
、
満
足
度
が
高
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
行
っ
た
国
際
調

査
で
は
、
教
師
の
意
識
に
つ
い
て
気
が

か
り
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
校
の
教
師
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す

が
、「
生
徒
に
勉
強
が
で
き
る
と
自
信

を
持
た
せ
る
」「
児
童
生
徒
が
学
習
の

価
値
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
手
助
け
す

る
」
な
ど
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学

習
参
加
の
促
進
が
で
き
て
い
る
と
い
う

肯
定
率
が
、
日
本
は
参
加
国
の
平
均
値

を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
（
＊
２
）。

　
日
本
の
教
師
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て

熱
意
が
あ
り
、
高
い
指
導
力
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
効
力
感
が
低
い

の
は
、
将
来
の
予
測
が
困
難
と
言
わ
れ

る
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
今

の
指
導
で
生
徒
に
育
め
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
る
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

第
一
歩
と
な
る
の
が
、学
校
の
特
色
化・

魅
力
化
で
す
。
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育

成
す
る
の
か
と
い
う
教
育
目
標
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
遠
藤
先
生
が
大
切
だ

と
指
摘
さ
れ
た
、
中
学
生
が
将
来
を
見

据
え
た
高
校
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
掲
げ
た
教
育
目
標

を
達
成
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
生
徒
は
自
身
の
成
長
を
、
教
師

は
生
徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成

で
き
て
い
る
と
実
感
し
、
と
も
に
自
己

効
力
感
を
高
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

─
特
色
化
・
魅
力
化
を
図
る
上
で
、

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｓ

Ｍ
）
と
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、

Ｓ
Ｐ
）
は
ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
す

の
で
し
ょ
う
か
。

安
彦
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
高
等

福
井
県
立
若
狭
高
校

　校
長

中
森
一
郎 

な
か
も
り
・
い
ち
ろ
う

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

大
分
県
立
日
田
高
校

　指
導
教
諭

遠
藤
源
治 

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
理
科
（
物

理
）。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
全
日
制
は
、
普
通
科
・

文
理
探
究
科
（
国
際
探
究
科
、
理
数
探
究
科
）・
海
洋

科
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、筑
波
大
、
金
沢
大
、福
井

大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
な
ど
に

99
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
６
６
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
静
岡
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、

九
州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
大
分
大
、
鹿
児
島
大
、

北
九
州
市
立
大
な
ど
に
92
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
京
理
科
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
、
西
南
学

院
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延
べ
２
２
１
人
が
合
格
。

進学先を選択した理由と進路選択の満足度

※文部科学省・厚生労働省「第16回21世紀出生児縦断調査 (平成13年出生児 )」（2018 年）を基に編集部で作成。

図 1

学校の雰囲気が
よかったから

男子 満足 女子

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100（％）

合格できそう
だったから

どちらかと言えば不満
どちらかと言えば

満足
不満 不満

満足

どちらかと言えば不満
どちらかと言えば

満足

52.5

23.4 54.3 16.6 25.7 49.9 19.1

56.6 37.942.2
1.0
4.2

0.8
4.5

5.14.9

中
学
生
が
主
体
的
に
学
校
を

選
べ
る
よ
う
な
Ｓ
Ｐ
に

＊２　「OECD 国際教員指導環境調査（TALIS）2018 年報告書」より。
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学
校
設
置
基
準
で
は
、
学
校
が
３
つ
の

方
針
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｐ
を
策
定
す
る
前
提

と
し
て
、
各
校
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的

役
割
、
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
Ｓ
Ｍ
を
再
定
義
す
る
こ
と

で
、
学
校
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
、
そ
の
Ｓ
Ｍ
を
、
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
が
理
解
し
や
す
い
内
容
・
表
現
で

発
信
す
る
こ
と
で
、
高
校
選
択
の
情
報

の
１
つ
と
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

中
森
　
一
般
的
に
、
学
校
教
育
目
標
に

は
抽
象
的
な
も
の
が
多
く
、
教
職
員
は

も
と
よ
り
、
生
徒
、
保
護
者
、
さ
ら
に

は
地
域
住
民
や
産
業
界
等
の
間
で
十
分

に
共
通
理
解
が
図
ら
れ
て
い
な
い
現
状

を
考
え
る
と
、
具
体
的
な
資
質
・
能
力

ベ
ー
ス
で
策
定
す
る
Ｓ
Ｐ
は
、
学
校
の

存
在
意
義
や
目
指
す
教
育
の
校
内
外
へ

の
共
有
・
浸
透
を
図
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

─
Ｓ
Ｐ
の
策
定
で
押
さ
え
て
お
く
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

安
彦
　
Ｓ
Ｐ
の
中
で
要
と
な
る
の
が
、

自
校
の
社
会
的
役
割
に
基
づ
き
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
定
め
る
「
グ

ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
以

下
、
Ｇ
Ｐ
）」
で
す
。
Ｇ
Ｐ
は
、「
地
域

に
残
る
人
材
」
と
い
っ
た
耳
触
り
の
よ

い
文
言
に
し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

た
と
え
他
県
に
進
学
・
就
職
し
て
も
、

自
分
が
育
っ
た
地
域
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
、
つ
な
が
り
続
け
る

意
識
を
育
む
と
い
う
の
も
、
学
校
の
社

会
的
意
義
と
し
て
大
切
な
視
点
で
す
。

　
Ｇ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通

じ
て
実
現
す
る
の
か
を
示
す
の
が
、「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、
Ｃ

Ｐ
）」
で
す
。
例
え
ば
、
中
学
生
が
卒

業
ま
で
の
学
習
の
道
筋
を
捉
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
教
師
が
日
々

の
授
業
の
実
施
・
改
善
に
資
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、生
徒
や
教
師
、

地
域
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視

点
で
示
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
入
学
者
の
受
け
入
れ
方
針

で
あ
る「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー

（
以
下
、
Ａ
Ｐ
）」
は
、
中
学
生
が
主
体

的
な
高
校
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
（
図
３
）。

中
森
　
Ｓ
Ｐ
の
策
定
の
ベ
ー
ス
と
な
る

も
の
と
し
て
大
切
な
の
が
、
校
訓
や
校

是
、
建
学
の
精
神
で
す
。
そ
れ
ら
は
創

立
以
来
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
不
易
」
で

あ
り
、
Ｓ
Ｐ
は
絶
え
ず
見
直
し
・
改
善

を
図
っ
て
い
く
「
流
行
」
の
視
点
で
捉

え
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
本
校
で
は
、
学
校
と
生
徒
会

と
の
協
働
で
Ｓ
Ｍ
と
Ｓ
Ｐ
を
策
定
中
で

す
。
21
年
４
月
、
生
徒
会
長
に
Ｓ
Ｍ
・

Ｓ
Ｐ
の
意
義
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら

は
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
を
読
み
込

ん
だ
上
で
、「
生
徒
会
執
行
部
も
、
こ

れ
か
ら
の
若
狭
高
校
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
生

徒
主
体
で
試
案
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
生
徒
会
長
が
全
校
生
徒
に
呼
び
か

け
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

生
徒
会
が
集
約
し
、
教
師
と
の
対
話
を

通
し
て
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

安
彦
　
生
徒
の
思
い
を
教
師
が
受
け
止

め
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
ね
。

社会的役割（スクール・ミッション）を再定義する理由

※文部科学省「新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正について」を基に編集部で作成。

図 2

• 各校のあり方を検討する上で、自校が育成を目指す資質・能力を明確化す
ることが重要。

• 学校教育目標等が抽象的で分かりにくい、校内外への共有・浸透が不十分
といった指摘もある。

• スクール・ミッションは、中学校における進路指導の充実や中学生の高校選択、
高校生の科目選択にも資するものとして期待。

社会的役割（スクール・ミッション）の再定義

背
景

•各校の存在意義

•期待される社会的役割

•目指すべき高校像

中学生 地域住民 地元市町村 地元産業界

生徒 教職員

自校の役割・理念を
ステークホルダー
それぞれに
分かりやすく提示

高校の設置者が各校や地元自治体等
の関係者と連携しながら再定義（施行
通知で記載）

• 生徒の状況・意向・期待
• 学校の歴史・伝統 
• 現在の社会・地域の実情
• 将来の社会像・地域像
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生
徒
の
視
点
で
策
定
し
た
Ｓ
Ｐ
は
、
中

学
生
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
・
表
現

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
や
Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
設
置
者
と
学
校
が
適
切
に
判

断
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
積
み

重
ね
て
き
た
歴
史
や
教
師
の
思
い
を
踏

ま
え
て
、
学
校
が
主
導
す
べ
き
と
考
え

る
な
ら
、
そ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
設
置
者
に
も
、
教
育
施
策
を
考

慮
し
て
踏
ま
え
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
と
教
育
委
員

会
が
対
話
を
重
ね
て
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ
の
方

向
性
を
共
有
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

─
地
域
と
十
分
に
対
話
し
、
生
徒
の

思
い
も
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
す
る
と

な
る
と
、
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
策
定

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
気
に
な
り
ま
す
。

安
彦
　
Ｓ
Ｍ
は
、あ
く
ま
で
「
再
定
義
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
議
論
の
結
果
、
現

状
を
変
え
る
必
要
が
な
い
と
い
う
判
断

も
あ
り
得
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｓ

Ｐ
の
策
定
に
す
ぐ
に
入
れ
ま
す
。

　
策
定
を
焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
中
学
生
の
主
体
的
な
高
校
選
択
に

い
ち
早
く
資
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ

は
で
き
た
も
の
か
ら
公
表
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。一
方
で
、教
育
の
一
貫
性
を

保
つ
こ
と
を
重
視
し
、あ
る
程
度
時
間

を
か
け
て
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
も

否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
Ｍ
と
Ｓ
Ｐ
の
関
係
性
を
踏
ま
え
る

と
、
各
校
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割

等
の
再
定
義
を
先
行
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
が
、
学
校
が
何
を
目
指
す
の

か
と
い
う
本
質
的
な
議
論
が
で
き
て
い

れ
ば
、
策
定
の
順
序
は
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
も
避
け
た
い
の
は
、
公
表

を
急
ぐ
あ
ま
り
、
表
面
的
な
議
論
の
ま

ま
形
だ
け
を
整
え
て
、
Ｓ
Ｍ
・
Ｓ
Ｐ
を

公
表
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
21
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ

た
学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、
Ｓ
Ｐ
は
22
年

度
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
、
省
令
の
施

行
の
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

は
、
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教

育
上
支
障
が
な
い
と
高
校
の
設
置
者
が

認
め
る
場
合
に
は
、
高
校
は
Ｓ
Ｐ
を
定

め
、
公
表
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
定

め
て
い
ま
す
。

高校における「３つの方針」の策定・公表の概要と、その目的

※文部科学省「新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正について」を基に編集部で作成。

図 3

■「３つの方針」（スクール・ポリシー）の策定・公表（学校教育法施行規則の改正）
•高等学校教育の入口から出口までの教育活動を一貫した体系的なものへと再構成　
•各高等学校教育の継続性を担保
▶特色・魅力ある教育の実現に向けた整合性のある指針として「３つの方針」を策定・公表

第百三条の二　高等学校は、当該高等学校、全日制の課程、定時制の課程若しくは通信制の課
程又は学科ごとに、次に掲げる方針を定め、公表するものとする。

→スクール・ポリシーの策定単位は、教育課程編成上の基本単位である学科又は課程とする
ことが基本。ただし、複数の学科や課程をまとめて策定単位とすることや、当該高校全体
を策定単位にすることを妨げられるものではない。

一　高等学校学習指導要領に定めるところにより育成を目指す資質・能力に関する方針（グラ
デュエーション・ポリシー）
各高等学校に期待される社会的役割（スクール・ミッション）等に基づき、生徒の卒業後
の姿を見据えて、学校教育活動を通じて生徒にどのような資質・能力を育成することを目
指すのかを定める基本的な方針となるもの。

二　教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
育成を目指す資質・能力に関する方針を達成するために、どのような教育課程を編成し、
実施し、学習評価を行うのかを定める基本的な方針となるもの。

三　入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
各高等学校に期待される社会的役割等や、育成を目指す資質・能力に関する方針と教育課
程の編成及び実施に関する方針に基づく教育内容等を踏まえ、入学時に期待される生徒像
を示す基本的な方針となるもの。

■３つの方針の策定の目的
•各高等学校における育成を目指
す資質・能力を明確化・具体化

•カリキュラム・マネジメントを通じ
て、学校全体の教育活動の組織
的・計画的な改善へと結実

•スクール・ポリシーを基準にして、
高等学校の教育活動や業務内容
を精選・重点化

•学校評価において、スクール・ポ
リシーに照らして自らの取り組み
を点検・評価

■３つの方針の内容
•生徒や入学希望者の学習意欲を
喚起し、学校生活や将来に対す
る展望を持ちやすい表現・内容

•日常的に参照可能なよう、総花
的なものとせず、真に重点的に取
り組む内容を示す指針

•スクール・ポリシーについても日々
の教育活動の検証等を通じた見
直し

公
表
を
急
ぐ
あ
ま
り
、表
面
的
な

議
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
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─
今
回
の
答
申
で
は
、
特
色
化
・
魅

力
化
に
向
け
た
方
策
の
1
つ
と
し
て
、

地
域
連
携
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ど
の
よ
う
に
地
域
と
連
携
す
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声
を

学
校
か
ら
聞
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
お
二
人
の
学
校
で
は
、
ど
の
よ

う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

中
森
　
本
校
で
は
、
学
校
の
所
在
地
で

あ
る
小
浜
市
や
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

も
強
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
浜
市

教
育
委
員
会
の
教
育
長
か
ら
、
本
校
の

探
究
学
習
が
中
学
生
の
探
究
学
習
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
と
評
価
を
受

け
、
市
の
教
育
基
本
方
針
に
小
・
中
・

高
の
連
携
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
自
治
体
で
高
校
と
地
域
の
連

携
が
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
の
は
、

高
校
と
地
域
と
の
間
に
接
点
が
少
な
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、

多
く
の
高
校
が
探
究
学
習
で
地
方
創
生

や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
徒
は

自
分
の
探
究
学
習
が
社
会
に
役
立
つ
学

び
で
あ
る
と
実
感
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

学
習
意
欲
が
高
ま
る
と
い
う
、
と
て
も

よ
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う

自
治
体
の
思
い
と
、
高
校
で
の
学
び
が

合
致
す
れ
ば
、
地
域
連
携
は
進
む
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
進
学
実
績
を
重
視
す
る
学
校
で

は
、大
学
入
試
に
向
け
て
取
り
組
む
べ

き
活
動
を
優
先
し
、地
域
と
連
携
し
た

取
り
組
み
に
十
分
な
時
間
を
か
け
る
余

裕
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｓ
Ｍ

の
再
定
義
や
Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
よ
り
、育

成
を
目
指
す
生
徒
像
が
明
確
に
な
れ

ば
、一
層
、地
域
の
自
治
体
や
企
業
と
の

連
携
を
模
索
し
始
め
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
で
あ
る
本
校
は
、
地

域
の
豊
富
な
水
資
源
を
テ
ー
マ
に
、
地

元
企
業
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
し
た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
科
学
技
術

分
野
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
日
田
市

の
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
本
校
の
生

徒
が
小
・
中
学
生
向
け
に
科
学
実
験
の

出
前
講
座
や
、
算
数
・
数
学
や
理
科
の

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

指
定
11
年
目
の
今
で
は
、
小
・
中
学
校

時
代
に
本
校
の
生
徒
に
教
わ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、自
分
も
本
校
で
学
び
、

教
え
る
側
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
志
望

し
た
と
い
う
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

安
彦
　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
探
究
）
は
、
生
徒
が
自
分
の

あ
り
方
や
生
き
方
を
考
え
た
り
、
教
科

学
習
の
必
要
性
を
感
じ
た
り
す
る
上
で

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
小
・
中
学
生
が
高
校
生
の
探
究
学

習
の
発
表
な
ど
を
見
聞
き
す
る
機
会
が

あ
る
と
、
将
来
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
が

資質・能⼒に関する⽅針は、どの程度具体
的にすべきでしょうか。
資質・能力に関する方針は、「高校で何がで
きるようになるか」を定めるものであり、「知

識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに
向かう力・人間性等」の３つの柱に整理して示す
ことが重要です。生徒にとっては高校生活の目標
の1つに、教師にとっては年間指導計画や授業改
善に活用できるものにすることを考慮して、その
具体性も検討してもらえたらと思います。

ＳＰを分かりやすく⽰すポイントを教えて
ください。
ＳＰの内容は、総花的にならず、真にその
高校が重点的に取り組むものであることが

求められています。公表に際しては、「誰に見せる
のか」を考えて、平易な言葉にしたり、取り組み
の具体例を示したりするとよいと思います。

在校生や保護者、中学生への周知は、どの
ように行うとよいでしょうか。
在校生とその保護者には、入学式や始業式、
保護者会等を利用して説明する方法が考え

られます。中学生とその保護者に対しては、学校
のウェブサイトで説明の動画を配信したり、学校
説明会や中学校との情報交換会の場でＳＰを説明
したリーフレットを配布したりするとよいでしょ
う。ＳＰに限らず、ＳＮＳを利用して情報発信を
すると、多くの保護者が見てくれるようです。

スクール・ポリシー策定の

Q & A
Q

Q

Q

A

A

A

＊回答は、安彦参事官、中森校長、遠藤先生へのヒアリングを基に
編集部で作成。

Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
・
Ｓ
Ｐ
の
策
定
を

機
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る

8 高校版  2021 June

0-01-J-22509-001 2021 年度 VIEW next 高校版 6 月号 8 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

06/10
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P04-09_view-next-koukou-6g.indd   8 2021/06/10   14:44



見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
の
視
点
も
、

特
色
化
・
魅
力
化
の
重
要
な
要
素
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

─
「
探
究
学
習
の
実
施
に
は
多
く
の

授
業
時
数
が
必
要
」
と
い
っ
た
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
お
二
人
の
学
校
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

中
森
　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
進
学
希

望
者
の
多
い
公
立
高
校
で
は
、
授
業
を

週
35
時
間
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

本
校
で
は
必
ず
し
も
生
徒
の
学
習
意
欲

を
喚
起
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
反

省
か
ら
、
20
年
度
以
降
は
授
業
を
週
33

時
間
と
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
生
徒

は
、
増
え
た
可
処
分
時
間
を
使
っ
て
総

合
探
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
研
究
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
数

学
や
理
科
の
知
識
の
必
要
性
に
多
く
の

生
徒
が
気
づ
き
、
教
科
学
習
に
も
熱
心

に
取
り
組
む
と
い
っ
た
好
循
環
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
本
県
で
も
、多
く
の
進
学
校
で

行
っ
て
い
た
朝
学
習
を
取
り
止
め
に
す

る
な
ど
し
て
、生
徒
が
自
由
に
使
え
る

時
間
を
増
や
し
、生
徒
が
主
体
的
に
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
授
業
の

効
率
化
に
よ
っ
て
、生
徒
が
主
体
的
に

考
え
る
時
間
を
増
や
し
、探
究
学
習
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
本
校
で
は
、生
徒
主
体
で

探
究
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、第
１

学
年
に
探
究
の
手
法
や
考
え
方
の
基
礎

を
学
ぶ
学
校
設
定
科
目
を
設
置
し
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
学
校
設
定
科
目
の
設

置
も
、探
究
学
習
の
推
進
に
お
い
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
森
　
た
だ
、
探
究
学
習
の
知
見
の
蓄

積
が
浅
い
学
校
が
、
い
き
な
り
教
科
横

断
型
の
学
校
設
定
科
目
を
設
置
す
る
の

は
大
変
で
す
。
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
学
校
設
定
科
目
の
設
置
や
教
科

横
断
型
の
学
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
学

校
設
定
科
目
を
設
置
す
る
と
、
保
護
者

か
ら
教
科
学
習
の
時
間
が
減
る
こ
と
へ

の
不
安
や
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
や
保
護
者
に
、

学
校
設
定
科
目
の
設
置
の
意
義
を
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

遠
藤
　
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
置

で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
、
教
師
間
で
共
通
理
解
を
図
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
本
校
で
も
、
教
師

間
で
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
話
す
と
、

「
こ
の
力
を
育
む
に
は
、
現
状
の
科
目

で
は
不
十
分
だ
」「
こ
の
授
業
に
は
、

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
と
、
数
学

的
な
見
方
・
考
え
方
が
必
要
だ
か
ら
、

国
語
と
数
学
を
連
携
さ
せ
よ
う
」
と

い
っ
た
話
が
出
て
き
ま
す
。
資
質
・
能

力
の
育
成
を
教
育
目
標
に
し
て
、「
現

在
の
教
科
・
科
目
の
枠
組
み
で
は
育
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
新
し
い
科
目
が

必
要
だ
」と
い
っ
た
議
論
が
で
き
れ
ば
、

学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
必
要
性
が
理

解
さ
れ
、
Ｃ
Ｐ
策
定
に
向
け
た
対
話
が

活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
目
標
が
変
わ
れ
ば
、
教
師
の
意
識
も

変
わ
る
は
ず
で
す
。
Ｓ
Ｍ
の
再
定
義
や

Ｓ
Ｐ
の
策
定
に
よ
り
、
目
標
が
進
学
実

績
の
向
上
で
は
な
く
、
資
質
・
能
力
の

育
成
に
な
れ
ば
、
教
育
課
程
も
探
究
学

習
を
よ
り
重
視
し
た
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
探
究
学
習
が
希
望
進
路
の
実

現
に
も
つ
な
が
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
の

流
れ
は
一
層
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

安
彦
　
探
究
学
習
の
充
実
が
大
学
入
試

の
結
果
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

う
エ
ビ
デ
ン
ス
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

何
よ
り
、
す
べ
て
の
生
徒
が
問
題
を
自

ら
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
と
い

う
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い

く
上
で
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能

力
を
育
成
し
ま
す
。
そ
う
し
た
教
育
を

各
校
が
強
み
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に

し
て
実
現
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ

と
も
、
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安彦広斉参事官

中森一郎校長 遠藤源治先生

特
色
化
・
魅
力
化
の

鍵
を
握
る
探
究
学
習
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